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令和２年９月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

9月8日（火）午前１０時～・午後７時～

9月9日（水）午前１０時～・午後７時～

　グローバル化、デジタル化に伴う産業界の
ニーズの変化を踏まえ、新時代に対応した県立
工業高校の校名変更と学科改変が行われます。

Q　学科名が変更されるのは。
Ａ　電子機械科がロボット工学科に、建築科
が建築デザイン科になります。
Q　ロボット工学科は何を学ぶのか。
Ａ　ロボットの設計・製造・制御に関する知識・
技術・技能を身に付けます。
Q　産業界のニーズとは。
Ａ　第一に安全教育と人格形成。次に、直面し
た困難を克服できる課題解決能力を身に付け
た生徒を育てることです。
Q　特に力を入れている教育内容は。
Ａ　健康な身体とマナーや礼節を身に付け、
実社会に貢献できる人材育成です。
Q　資格取得の状況は。
Ａ　様々な資格取得ができ、自己実現を目指
してチャレンジする生徒を支援しています。

Q　就職や進学の状況は。
Ａ　卒業生の約9割が就職で、1割が進学です。
就職内定率は、毎年ほぼ100％です。
Q　学校として今後望むことは。
Ａ　多様な進路希望に対応し、専門分野の競
技大会や部活動、職業資格の取得等で生徒が
活躍できる学校。地元と連携し、地域の学校と
して成長していきたい。

No.61
2020.8.1

6
月
定
例
会

◯本会議は午前９時３０分から開催します。
◯決算特別委員会は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

８月 ３１日（月） 本会議（招集日）議案上程

９月　３日（木） 本会議（第２日）一般質問

９月　４日（金） 本会議（第３日）一般質問

９月　９日（水） 本会議（第４日）議案質疑

９月 １４日（月） 総務文教委員会

９月 １５日（火） 建設福祉委員会

９月 １８日（金） 決算特別委員会

９月 ２５日（金） 本会議（最終日）討論・表決

第18回取材しました！
　

高校編④
愛知県立佐織工業高等学校

令和3年4月愛西工科高等学校に生まれ変わります

今
年
度
は
愛
西
市
制
15

周
年
を
迎
え
、議
会
だ
よ

り
も
61
号
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
も
市
民
の
皆
様
の

議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
お
陰
で
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
世
界
的
に

広
が
る
中
、社
会
生
活
に

不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
い
毎
日

で
す
が
、一
日
も
早
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
と
、皆
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。今

回
か
ら
新
メ
ン
バ
ー

で
、手
に
取
っ
て
読
み
た
く

な
る
、市
民
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

（
山
岡

　幹
雄

　記
）

山
岡

　幹
雄

原

　
　裕
司

𠮷
川
三
津
子

真
野

　和
久

竹
村

　仁
司

佐
藤

　信
男

委
員
長

副
委
員
長

委

員

編
集
後

記

………………………………

愛西市議会だより2020/8 8



　

副議長
就任あいさつ

一
部
事
務
組
合
議
会

総
務
文
教
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

令
和
２
年
第
１
回
愛
西
市
議
会
臨
時
会
が
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
選
挙
や
常
任
委
員
長
等
の
選
任
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
な
ど
議
会
人

事
に
係
る
諸
案
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

建設福祉委員会は、健康子ども部、保険福祉部、八開診療所、産業建設部、上下水道部、農業委員会及び
消防本部の所管に属する事項を審査します。

総務文教委員会は、総務部、企画政策部、市民協働部、教育委員会、会計室、監査委員事務局、選挙管理
委員会及び議会事務局の所管に属する事項並びに建設福祉委員会の所管に属さない事項を審査します。
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部
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病
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村
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近
藤
　
　
武

■
海
部
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務
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原
　
　
裕
司

　 

　
　
　
　
　
　
　
馬
渕
　
紀
明

議
員
任
期
後
半
議
会
人
事
決
定

議長
就任あいさつ

議長 島田 浩
 大宮 𠮷満

 近藤 武

髙松 幸雄佐藤 信男馬渕 紀明石崎 誠子

 杉村 義仁加藤 敏彦真野 和久島田 浩

竹村 仁司神田 康史河合 克平 原 裕司

 山岡 幹雄鬼頭 勝治𠮷川三津子鷲野 聰明

 委員長

副委員長

 委員長

副委員長

副議長 神田 康史

監査委員 髙松 幸雄

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
並
び
に
市
議
会

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
び
、
５
月
８
日
開
催
の
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
の
要
職
に
つ
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
身
に
余
る
光
栄
と
感
激

致
す
と
同
時
に
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
議
長
と
し
て
不
偏
不
党
、
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
全
知
全
能
を
傾
け
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
的
構
造
の
変
化
や
益
々

厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
財
政
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、
議

会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
よ
り
市
民
の
負
託
に
応

え
る
議
会
づ
く
り
が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
行
政
と
両
輪

と
な
り
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
努

め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
・
移
動
制
限
・
学
業
の
遅
れ

等
々
著
し
く
日
常
生
活
に
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
の
不
透
明
な
経
済
・
財
政
状
況
や
益
々
深
刻

化
す
る
少
子
高
齢
化
、
異
常
気
象
に
よ
る
予
測
不
能
な

重
大
災
害
等
々
、
こ
の
様
な
厳
し
い
環
境
は
わ
が
市
で

も
同
様
で
あ
り
、
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
と
更
な
る
強

い
関
係
を
構
築
し
て
、
こ
れ
ら
取
組
む
べ
き
様
々
な
課

題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
今
一
度
、
議
会
と
は
何
か
の
原
点
に
帰

り
、
議
会
の
機
能
強
化
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

浅
学
非
才
の
身
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
応
援
を
力

に
変
え
て
、
議
長
を
支
え
一
枚
岩
と
な
っ
て
議
員
の
皆

様
や
行
政
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
下
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

監査委員
就任あいさつ

監
査
委
員
（
制
度
）
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
公

正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
実
現
す
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
監
査
し
、
ま
た
、
そ

の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
に
対
す
る
判
断
材
料
を
提
供
し
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ

う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
貴
重
な
税
金
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
有

効
、
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
公
正
で
合
理

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
査
の
重
要
性
は
、
増
し
て
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
監
査
委
員
の
果
た
す
べ
き

職
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
謙
虚
な
姿
勢
と
公
正
不
偏
な

態
度
で
、
収
入
、
支
出
、
事
務
手
続
が
正
し
く
行
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
念
頭
に
置
い
て
監

査
し
、
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
監
査
委
員
と
し
て

の
職
務
に
精
励
し
て
参
り
ま
す
。
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傾
け
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
的
構
造
の
変
化
や
益
々

厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
財
政
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、
議

会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
よ
り
市
民
の
負
託
に
応

え
る
議
会
づ
く
り
が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
行
政
と
両
輪

と
な
り
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
に
努

め
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
・
移
動
制
限
・
学
業
の
遅
れ

等
々
著
し
く
日
常
生
活
に
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
の
不
透
明
な
経
済
・
財
政
状
況
や
益
々
深
刻

化
す
る
少
子
高
齢
化
、
異
常
気
象
に
よ
る
予
測
不
能
な

重
大
災
害
等
々
、
こ
の
様
な
厳
し
い
環
境
は
わ
が
市
で

も
同
様
で
あ
り
、
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
と
更
な
る
強

い
関
係
を
構
築
し
て
、
こ
れ
ら
取
組
む
べ
き
様
々
な
課

題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
今
一
度
、
議
会
と
は
何
か
の
原
点
に
帰

り
、
議
会
の
機
能
強
化
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

浅
学
非
才
の
身
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
応
援
を
力

に
変
え
て
、
議
長
を
支
え
一
枚
岩
と
な
っ
て
議
員
の
皆

様
や
行
政
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
下
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

監査委員
就任あいさつ

監
査
委
員
（
制
度
）
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
公

正
で
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
実
現
す
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
監
査
し
、
ま
た
、
そ

の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
に
対
す
る
判
断
材
料
を
提
供
し
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ

う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
貴
重
な
税
金
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
有

効
、
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
公
正
で
合
理

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
査
の
重
要
性
は
、
増
し
て
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
監
査
委
員
の
果
た
す
べ
き

職
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
謙
虚
な
姿
勢
と
公
正
不
偏
な

態
度
で
、
収
入
、
支
出
、
事
務
手
続
が
正
し
く
行
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
念
頭
に
置
い
て
監

査
し
、
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
監
査
委
員
と
し
て

の
職
務
に
精
励
し
て
参
り
ま
す
。
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小
中
学
校
の
給
食
費
を
６

カ
月
間
、
無
償
化
し
ま
す
。

　
病
気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、

市
外
の
小
中
学
校
等
へ
就
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

給
食
費
相
当
の
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

　
１
億
３
２
１
３
万
７
千
円

　
　
給
食
費
無
償
事
業
を
行
う

背
景
は
。
６
カ
月
と
し
た
根
拠

は
。
ま
た
、
支
援
金
事
業
の
周

知
は
。

　
　
市
内
小
中
学
校
が
臨
時

休
業
し
、
保
護
者
の
負
担
が

増
し
、
多
く
の
家
庭
で
経
済

的
に
影
響
が
あ
る
。
家
庭
の

負
担
軽
減
の
た
め
給
食
費
を

無
償
と
す
る
。
で
き
る
限
り

の
設
定
と
し
て
６
カ
月
間
と

す
る
。

　
ま
た
、
病
気
や
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
、
私
立
学
校

等
へ
就
学
中
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
金
の
支
給
は
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知

を
図
り
、
市
内
の
学
校
に
在

籍
す
る
対
象
者
に
は
学
校
を

通
し
て
案
内
す
る
。

　
　
適
応
指
導
教
室
「
す
ま
い

る
」
の
利
用
者
へ
の
支
給
は
。

　
　
給
食
費
を
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
病

気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ

る
場
合
と
同
様
に
対
応
す
る
。

議
案
質
疑

特集

後
付
け
安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

　
　
安
全
装
置
の
取
付
け
内

容
、
設
置
の
費
用
と
補
助
は
。

Ａ
　
市
内
に
住
居
を
有
し
、

令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
で

65
歳
以
上
と
な
る
高
齢
者
が

対
象
。
検
知
機
能
つ
き
で
８

万
円
の
う
ち
、
上
限
が
３
万

２
千
円
補
助
、
検
知
機
能
な

し
が
４
万
円
の
う
ち
、
上
限

が
１
万
６
千
円
補
助
。

　
　

　
　
踏
み
間
違
い
の
事
故
の

件
数
は
。

　
　
令
和
元
年
で
県
下
1
0
1

件
、
市
内
で
１
件
発
生
し
て

い
る
。

　
　
高
齢
者
安
全
運
転
支
援

装
置
の
啓
発
と
受
付
期
間
は
。

　
　
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
の
窓
口
や
福
祉
施
設

へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
等
で
周

知
す
る
。
安
全
運
転
支
援
装

置
の
設
置
後
３
カ
月
以
内
で
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
１
日
ま
で
。

　
高
齢
運
転
者
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少
を
目
的
と
す
る
、
「
高
齢
者
安
全

運
転
支
援
装
置
設
置
促
進
補
助
金
」
４
７
５
万
２
千
円
。

QQQ AAA

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
被
用
者
等
に
傷
病
手
当
金
を

支
給
し
ま
す

　
　
対
象
と
な
る
の
は
ど
の

よ
う
な
人
な
の
か
。

Ａ
　
被
保
険
者
で
被
用
者
の

う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
方
、
ま

た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り

感
染
が
疑
わ
れ
る
方
が
対
象

と
な
る
が
、
無
症
状
の
濃
厚

接
触
者
の
方
、
感
染
の
疑
い

が
あ
っ
て
も
症
状
の
な
い
方

は
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
被
保
険

者
に
対
し
て
傷
病
手
当
金
を

支
給
す
る
経
緯
は
。
ま
た
、

就
業
形
態
は
。

　
　
感
染
症
拡
大
防
止
か
ら

国
が
緊
急
的
、
特
例
的
な
措

置
と
し
て
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
。
対
象
者
は
雇
わ
れ

て
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
被
用
者
。

　
　
職
場
か
ら
自
宅
待
機
、

医
療
機
関
に
受
診
で
き
な
い

方
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
事
業
主
の
休
養
期
間
証

明
に
よ
り
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
。

　
　
傷
病
手
当
金
の
支
給
申

請
前
に
死
亡
の
場
合
、
相
続

人
か
ら
申
請
が
可
能
か
。

　
　
相
続
人
か
ら
の
申
請
は

可
能
。

　
　
適
用
期
間
の
延
長
は
あ

る
の
か
。

　
　
国
の
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

　
愛
西
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
傷
病
手
当
金
」
4
0
0
万
円
。

Q

QQQ

Q A

AAA

A

議論の中から新発見議論の中から新発見

QA

QA

　
上
水
道
の
基
本
料
金
を
令

和
２
年
８
月
か
ら
令
和
３
年

１
月
利
用
分
（
６
カ
月
間
）

を
免
除
し
ま
す
。
　

　
　
　
８
７
２
０
万
９
千
円

※
佐
屋
・
立
田
地
区
は
、
海

部
南
部
水
道
企
業
団
が
同
様

の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　
　
８
月
利
用
分
か
ら
実
施
す

る
理
由
は
。

　
　
海
部
南
部
水
道
企
業
団

と
開
始
時
期
を
調
整
し
、
８

月
利
用
分
か
ら
と
な
っ
た
。

　
　
減
免
を
受
け
る
に
当
た
り
、

何
か
手
続
が
必
要
か
。

　
　
市
水
道
事
業
と
給
水
契

約
を
結
ぶ
世
帯
と
事
業
者
は
、

手
続
は
必
要
な
い
。
市
以
外

の
水
道
事
業
者
と
給
水
契
約

を
結
ぶ
市
内
在
住
の
世
帯
と

事
業
者
は
、
個
別
に
通
知
し
、

請
求
し
て
も
ら
う
。
申
請
時

に
上
水
道
料
の
基
本
料
金
が

分
か
る
書
類
の
コ
ピ
ー
を
提

出
し
て
も
ら
う
予
定
だ
。

　
　
地
区
ご
と
の
一
般
家
庭
の

減
免
額
（
６
カ
月
分
）
は
。

　
　
八
開
地
区
は
１
万
８
９

０
円
、
佐
織
地
区
は
７
９
２

０
円
、
海
部
南
部
水
道
企
業

団
エ
リ
ア
の
佐
屋
、
立
田
地

区
は
５
８
０
８
円
に
な
る
。

QA

QQ AA

新型コロナウイルス
感染症対策

市独自の支援策を実施

新型コロナウイルス
感染症対策

市独自の支援策を実施
小
中
学
校
給
食

無
償
化
等
事
業

上
水
道
料
金

免
除・補
助
事
業

▲給食の様子（勝幡小学校）

75 歳以上の運転者の交通事故　
※平成 26年～平成 30年の原付以上の交通死亡事故

▲愛知県警察啓発リーフレットより

【その他の市独自の支援策】
◯あいさいっ子応援給付金事業
 9229 万４千円
◯新生児子育て応援給付金事業
 2502 万１千円
◯民間児童クラブ応援事業
 118 万８千円
◯子育て支援事業者応援事業
 200 万円
◯福祉サービス事業者等応援事業
 1205 万６千円
◯あいさい信用保証料（緊急経済
対策）補助事業
 6800 万円
◯運動習慣促進応援事業
 765 万２千円
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小
中
学
校
の
給
食
費
を
６

カ
月
間
、
無
償
化
し
ま
す
。

　
病
気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、

市
外
の
小
中
学
校
等
へ
就
学

し
て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

給
食
費
相
当
の
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

　
１
億
３
２
１
３
万
７
千
円

　
　
給
食
費
無
償
事
業
を
行
う

背
景
は
。
６
カ
月
と
し
た
根
拠

は
。
ま
た
、
支
援
金
事
業
の
周

知
は
。

　
　
市
内
小
中
学
校
が
臨
時

休
業
し
、
保
護
者
の
負
担
が

増
し
、
多
く
の
家
庭
で
経
済

的
に
影
響
が
あ
る
。
家
庭
の

負
担
軽
減
の
た
め
給
食
費
を

無
償
と
す
る
。
で
き
る
限
り

の
設
定
と
し
て
６
カ
月
間
と

す
る
。

　
ま
た
、
病
気
や
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
、
私
立
学
校

等
へ
就
学
中
の
児
童
生
徒
へ

の
支
援
金
の
支
給
は
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知

を
図
り
、
市
内
の
学
校
に
在

籍
す
る
対
象
者
に
は
学
校
を

通
し
て
案
内
す
る
。

　
　
適
応
指
導
教
室
「
す
ま
い

る
」
の
利
用
者
へ
の
支
給
は
。

　
　
給
食
費
を
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
病

気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ

る
場
合
と
同
様
に
対
応
す
る
。

議
案
質
疑

特集

後
付
け
安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

　
　
安
全
装
置
の
取
付
け
内

容
、
設
置
の
費
用
と
補
助
は
。

Ａ
　
市
内
に
住
居
を
有
し
、

令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
で

65
歳
以
上
と
な
る
高
齢
者
が

対
象
。
検
知
機
能
つ
き
で
８

万
円
の
う
ち
、
上
限
が
３
万

２
千
円
補
助
、
検
知
機
能
な

し
が
４
万
円
の
う
ち
、
上
限

が
１
万
６
千
円
補
助
。

　
　

　
　
踏
み
間
違
い
の
事
故
の

件
数
は
。

　
　
令
和
元
年
で
県
下
1
0
1

件
、
市
内
で
１
件
発
生
し
て

い
る
。

　
　
高
齢
者
安
全
運
転
支
援

装
置
の
啓
発
と
受
付
期
間
は
。

　
　
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
の
窓
口
や
福
祉
施
設

へ
の
チ
ラ
シ
の
配
布
等
で
周

知
す
る
。
安
全
運
転
支
援
装

置
の
設
置
後
３
カ
月
以
内
で
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
１
日
ま
で
。

　
高
齢
運
転
者
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少
を
目
的
と
す
る
、
「
高
齢
者
安
全

運
転
支
援
装
置
設
置
促
進
補
助
金
」
４
７
５
万
２
千
円
。

QQQ AAA

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
被
用
者
等
に
傷
病
手
当
金
を

支
給
し
ま
す

　
　
対
象
と
な
る
の
は
ど
の

よ
う
な
人
な
の
か
。

Ａ
　
被
保
険
者
で
被
用
者
の

う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
方
、
ま

た
は
発
熱
等
の
症
状
が
あ
り

感
染
が
疑
わ
れ
る
方
が
対
象

と
な
る
が
、
無
症
状
の
濃
厚

接
触
者
の
方
、
感
染
の
疑
い

が
あ
っ
て
も
症
状
の
な
い
方

は
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
被
保
険

者
に
対
し
て
傷
病
手
当
金
を

支
給
す
る
経
緯
は
。
ま
た
、

就
業
形
態
は
。

　
　
感
染
症
拡
大
防
止
か
ら

国
が
緊
急
的
、
特
例
的
な
措

置
と
し
て
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
。
対
象
者
は
雇
わ
れ

て
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
被
用
者
。

　
　
職
場
か
ら
自
宅
待
機
、

医
療
機
関
に
受
診
で
き
な
い

方
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
事
業
主
の
休
養
期
間
証

明
に
よ
り
傷
病
手
当
金
を
支

給
す
る
。

　
　
傷
病
手
当
金
の
支
給
申

請
前
に
死
亡
の
場
合
、
相
続

人
か
ら
申
請
が
可
能
か
。

　
　
相
続
人
か
ら
の
申
請
は

可
能
。

　
　
適
用
期
間
の
延
長
は
あ

る
の
か
。

　
　
国
の
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

　
愛
西
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
傷
病
手
当
金
」
4
0
0
万
円
。

Q

QQQ

Q A

AAA

A

議論の中から新発見議論の中から新発見

QA

QA

　
上
水
道
の
基
本
料
金
を
令

和
２
年
８
月
か
ら
令
和
３
年

１
月
利
用
分
（
６
カ
月
間
）

を
免
除
し
ま
す
。
　

　
　
　
８
７
２
０
万
９
千
円

※
佐
屋
・
立
田
地
区
は
、
海

部
南
部
水
道
企
業
団
が
同
様

の
減
免
を
行
い
ま
す
。

　
　
８
月
利
用
分
か
ら
実
施
す

る
理
由
は
。

　
　
海
部
南
部
水
道
企
業
団

と
開
始
時
期
を
調
整
し
、
８

月
利
用
分
か
ら
と
な
っ
た
。

　
　
減
免
を
受
け
る
に
当
た
り
、

何
か
手
続
が
必
要
か
。

　
　
市
水
道
事
業
と
給
水
契

約
を
結
ぶ
世
帯
と
事
業
者
は
、

手
続
は
必
要
な
い
。
市
以
外

の
水
道
事
業
者
と
給
水
契
約

を
結
ぶ
市
内
在
住
の
世
帯
と

事
業
者
は
、
個
別
に
通
知
し
、

請
求
し
て
も
ら
う
。
申
請
時

に
上
水
道
料
の
基
本
料
金
が

分
か
る
書
類
の
コ
ピ
ー
を
提

出
し
て
も
ら
う
予
定
だ
。

　
　
地
区
ご
と
の
一
般
家
庭
の

減
免
額
（
６
カ
月
分
）
は
。

　
　
八
開
地
区
は
１
万
８
９

０
円
、
佐
織
地
区
は
７
９
２

０
円
、
海
部
南
部
水
道
企
業

団
エ
リ
ア
の
佐
屋
、
立
田
地

区
は
５
８
０
８
円
に
な
る
。

QA

QQ AA

新型コロナウイルス
感染症対策

市独自の支援策を実施

新型コロナウイルス
感染症対策

市独自の支援策を実施
小
中
学
校
給
食

無
償
化
等
事
業

上
水
道
料
金

免
除・補
助
事
業

▲給食の様子（勝幡小学校）

75 歳以上の運転者の交通事故　
※平成 26年～平成 30年の原付以上の交通死亡事故

▲愛知県警察啓発リーフレットより

【その他の市独自の支援策】
◯あいさいっ子応援給付金事業
 9229 万４千円
◯新生児子育て応援給付金事業
 2502 万１千円
◯民間児童クラブ応援事業
 118 万８千円
◯子育て支援事業者応援事業
 200 万円
◯福祉サービス事業者等応援事業
 1205 万６千円
◯あいさい信用保証料（緊急経済
対策）補助事業
 6800 万円
◯運動習慣促進応援事業
 765 万２千円
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新 型 コ ロ ナウイル ス 感 染 症 対 策 として 、
６月 定 例 会 の 一 般 質 問 は 中 止しました 。

　
市
在
住
の
認
定
農
業
者
及

び
そ
れ
に
準
ず
る
者
を
対
象

に
、１
月
か
ら
６
月
の
連
続

す
る
３
カ
月
の
売
り
上
げ
合

計
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
前
年
同
月
比
で

20
％
以
上
減
額
し
て
い
る
農

業
者
に
30
万
円
を
支
給
し
ま

す
。　

４
８
０
６
万
４
千
円

 

　
対
象
者
の
認
定
農
業
者
、

認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と

そ
れ
以
外
の
農
業
従
事
者
の

違
い
は
。

　
　
市
の
農
業
経
営
基
盤
強

化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
農
業
者
が
認
定
農
業
者
。

　
　
昨
度
の
売
上
げ
は
、月

次
表
で
確
認
で
き
る
が
、今

年
の
連
続
３
カ
月
の
経
費
は

ど
の
よ
う
に
確
認
を
取
る
の

か
。

　
　
確
定
申
告
書
ま
た
は
決

算
書
を
基
に
昨
年
の
経
費
と

の
整
合
を
図
る
。ま
た
、不
明

な
点
は
申
告
者
へ
の
聞
き
取

り
に
よ
り
判
断
す
る
。

　
　
認
定
農
業
者
以
外
の
農

家
へ
の
支
援
は
、今
後
検
討

す
る
の
か
。

　
　
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
農

業
団
体
と
検
討
し
た
い
。

イキイキコーナー 第5回 佐屋少年野球クラブ

兄が入部しており、
楽しそうだから入った。

（女子）

入部の動機は

チーム打率が低く、得点に

結びつかない。出塁率を

上げるとともに、次の塁を目指して、

得点に結び付けたい。

 チームの現在の

課題は

練習日は　　  土日
祝日

                 8：0
0～18：00

部員数は　     43
人（女子3人）

指導者数は  　約3
0人

指導者から
　 野球を通じて、

あきらめない心・

チームメイトを大切
に・感謝の気持ちを

育ててほしい。

お問い合わせ・
送付先

愛西市議会広報特別委員会（市議会事務局）
〈住所〉〒４９６-8555愛西市稲葉町米野３０８番地　〈電話〉０５６７‐５５‐７１４１
〈ファックス〉０５６７‐２６‐７１４１　〈メール〉gikai@city.aisai.lg.jp

小中高生などを対象としたサークル活動・
スポーツ団体などで、活動内容を撮影した
写真と活動内容に対するコメント。

開かれた議会を目指し、より市民に親しまれる「愛西市議会だより」にするため、写真掲載とコメントを募集します。

少年野球で

学んだことは

一人ひとりの力を団結すること

　しっかりとした挨拶

保護者の思い

家で自主練していた。

練習試合でもいいので

させてあげたい。

プロ野球選手に
なりたい。

将来の夢は

みんなの力を合わせ

大会で優勝する。
チームの目標は

　
次
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
公
平
委
員
会
委
員

　
堀
田
　
み
ど
り

■
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　
浅
井
　
裕
久

　
安
達
　
清

　
後
藤
　
麻
由
里

　
鈴
木
　
和
己

　
次
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
教
育
長

　
平
尾
　
理

■
教
育
委
員
会
委
員

　
平
野
　
英
治

　
難
波
　
知
里

■
農
業
委
員
会
委
員

　
渥
美
　
誠

　
加
藤
　
博
由

　
三
輪
　
時
広

　
服
部
　
貢

　
辻
　
　
義
則

　
山
田
　
真
弘

　
大
橋
　
一
之

　
伊
藤
　
里
海

（
佐
屋
町
）

（
二
子
町
）

（
西
川
端
町
）

（
内
佐
屋
町
）

（
早
尾
町
）

（
あ
ま
市
）

（
山
路
町
）

（
北
一
色
町
）

（
落
合
町
）

（
本
部
田
町
）

（
大
野
町
）

（
大
井
町
）

（
戸
倉
町
）

（
三
和
町
）

（
立
田
町
）

（
早
尾
町
）

　
田
中
　
光
義

　
日
榮
　
隆
広

　
伊
藤
　
豊

　
沖
　
　
龍
彦

　
加
藤
　
さ
ゆ
み

　
鷲
野
　
則
美

　
浅
井
　
佐
智
子

　
市
の
推
薦
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
浅
井
　
典
恵

（
敬
称
略
） （

赤
目
町
）

（
藤
ケ
瀬
町
）

（
草
平
町
）

（
大
野
山
町
）

（
稲
葉
町
）

（
塩
田
町
）

（
諏
訪
町
）

（
勝
幡
町
）

◆
◆
同

　意
◆
◆

◆
◆
推

　薦
◆
◆

一般質問は中止しました。

令和２年第１回臨時会および６月定例会
議案審議の結果と議員の賛否

◯：賛成　●：反対

○ ● ● ○

※審議結果の「承」は承認です。その他の議案は全員賛成。「議」は議長のため、採決に加わっておりません。
※6月定例会は全ての議案について全員賛成しました。

第1回臨時会

会　　　　　　　　　　派

議　　　　　　　案

承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新生愛西クラブ 日本共産党
愛西市議団

公明党
あいさい

無
会
派

審
議
結
果

鬼
頭
勝
治

杉
村
義
仁

近
藤
　
武

佐
藤
信
男

原
　
裕
司

石
崎
誠
子

河
合
克
平

加
藤
敏
彦

大
宮
𠮷
満

竹
村
仁
司

髙
松
幸
雄

𠮷
川
三
津
子

馬
渕
紀
明

無
会
派

あいさい
クラブ

専決処分事項の承認について（愛西市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例）

審
議
結
果農

業
担
い
手

応
援
事
業

QA

QAQA

▲フキ農家の根掘り作業

○議

島
田
　
浩

神
田
康
史

○

鷲
野
聰
明

●

真
野
和
久

○

山
岡
幹
雄
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新 型 コ ロ ナウイル ス 感 染 症 対 策 として 、
６月 定 例 会 の 一 般 質 問 は 中 止しました 。

　
市
在
住
の
認
定
農
業
者
及

び
そ
れ
に
準
ず
る
者
を
対
象

に
、１
月
か
ら
６
月
の
連
続

す
る
３
カ
月
の
売
り
上
げ
合

計
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
前
年
同
月
比
で

20
％
以
上
減
額
し
て
い
る
農

業
者
に
30
万
円
を
支
給
し
ま

す
。　

４
８
０
６
万
４
千
円

 

　
対
象
者
の
認
定
農
業
者
、

認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者
と

そ
れ
以
外
の
農
業
従
事
者
の

違
い
は
。

　
　
市
の
農
業
経
営
基
盤
強

化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
農
業
者
が
認
定
農
業
者
。

　
　
昨
度
の
売
上
げ
は
、月

次
表
で
確
認
で
き
る
が
、今

年
の
連
続
３
カ
月
の
経
費
は

ど
の
よ
う
に
確
認
を
取
る
の

か
。

　
　
確
定
申
告
書
ま
た
は
決

算
書
を
基
に
昨
年
の
経
費
と

の
整
合
を
図
る
。ま
た
、不
明

な
点
は
申
告
者
へ
の
聞
き
取

り
に
よ
り
判
断
す
る
。

　
　
認
定
農
業
者
以
外
の
農

家
へ
の
支
援
は
、今
後
検
討

す
る
の
か
。

　
　
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
農

業
団
体
と
検
討
し
た
い
。

イキイキコーナー 第5回 佐屋少年野球クラブ

兄が入部しており、
楽しそうだから入った。

（女子）

入部の動機は

チーム打率が低く、得点に

結びつかない。出塁率を

上げるとともに、次の塁を目指して、

得点に結び付けたい。

 チームの現在の

課題は

練習日は　　  土日
祝日

                 8：0
0～18：00

部員数は　     43
人（女子3人）

指導者数は  　約3
0人

指導者から
　 野球を通じて、

あきらめない心・

チームメイトを大切
に・感謝の気持ちを

育ててほしい。

お問い合わせ・
送付先

愛西市議会広報特別委員会（市議会事務局）
〈住所〉〒４９６-8555愛西市稲葉町米野３０８番地　〈電話〉０５６７‐５５‐７１４１
〈ファックス〉０５６７‐２６‐７１４１　〈メール〉gikai@city.aisai.lg.jp

小中高生などを対象としたサークル活動・
スポーツ団体などで、活動内容を撮影した
写真と活動内容に対するコメント。

開かれた議会を目指し、より市民に親しまれる「愛西市議会だより」にするため、写真掲載とコメントを募集します。

少年野球で

学んだことは

一人ひとりの力を団結すること

　しっかりとした挨拶

保護者の思い

家で自主練していた。

練習試合でもいいので

させてあげたい。

プロ野球選手に
なりたい。

将来の夢は

みんなの力を合わせ

大会で優勝する。
チームの目標は

　
次
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
公
平
委
員
会
委
員

　
堀
田
　
み
ど
り

■
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員

　
浅
井
　
裕
久

　
安
達
　
清

　
後
藤
　
麻
由
里

　
鈴
木
　
和
己

　
次
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
教
育
長

　
平
尾
　
理

■
教
育
委
員
会
委
員

　
平
野
　
英
治

　
難
波
　
知
里

■
農
業
委
員
会
委
員

　
渥
美
　
誠

　
加
藤
　
博
由

　
三
輪
　
時
広

　
服
部
　
貢

　
辻
　
　
義
則

　
山
田
　
真
弘

　
大
橋
　
一
之

　
伊
藤
　
里
海

（
佐
屋
町
）

（
二
子
町
）

（
西
川
端
町
）

（
内
佐
屋
町
）

（
早
尾
町
）

（
あ
ま
市
）

（
山
路
町
）

（
北
一
色
町
）

（
落
合
町
）

（
本
部
田
町
）

（
大
野
町
）

（
大
井
町
）

（
戸
倉
町
）

（
三
和
町
）

（
立
田
町
）

（
早
尾
町
）

　
田
中
　
光
義

　
日
榮
　
隆
広

　
伊
藤
　
豊

　
沖
　
　
龍
彦

　
加
藤
　
さ
ゆ
み

　
鷲
野
　
則
美

　
浅
井
　
佐
智
子

　
市
の
推
薦
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
浅
井
　
典
恵

（
敬
称
略
） （

赤
目
町
）

（
藤
ケ
瀬
町
）

（
草
平
町
）

（
大
野
山
町
）

（
稲
葉
町
）

（
塩
田
町
）

（
諏
訪
町
）

（
勝
幡
町
）

◆
◆
同

　意
◆
◆

◆
◆
推

　薦
◆
◆

一般質問は中止しました。

令和２年第１回臨時会および６月定例会
議案審議の結果と議員の賛否

◯：賛成　●：反対

○ ● ● ○

※審議結果の「承」は承認です。その他の議案は全員賛成。「議」は議長のため、採決に加わっておりません。
※6月定例会は全ての議案について全員賛成しました。

第1回臨時会

会　　　　　　　　　　派

議　　　　　　　案

承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新生愛西クラブ 日本共産党
愛西市議団

公明党
あいさい

無
会
派

審
議
結
果

鬼
頭
勝
治

杉
村
義
仁

近
藤
　
武

佐
藤
信
男

原
　
裕
司

石
崎
誠
子

河
合
克
平

加
藤
敏
彦

大
宮
𠮷
満

竹
村
仁
司

髙
松
幸
雄

𠮷
川
三
津
子

馬
渕
紀
明

無
会
派

あいさい
クラブ

専決処分事項の承認について（愛西市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例）

審
議
結
果農

業
担
い
手

応
援
事
業

QA

QAQA

▲フキ農家の根掘り作業

○議

島
田
　
浩

神
田
康
史

○

鷲
野
聰
明

●

真
野
和
久

○

山
岡
幹
雄
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傘をさせば「密」にならないね
勝幡小学校
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令和２年９月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

9月8日（火）午前１０時～・午後７時～

9月9日（水）午前１０時～・午後７時～

　グローバル化、デジタル化に伴う産業界の
ニーズの変化を踏まえ、新時代に対応した県立
工業高校の校名変更と学科改変が行われます。

Q　学科名が変更されるのは。
Ａ　電子機械科がロボット工学科に、建築科
が建築デザイン科になります。
Q　ロボット工学科は何を学ぶのか。
Ａ　ロボットの設計・製造・制御に関する知識・
技術・技能を身に付けます。
Q　産業界のニーズとは。
Ａ　第一に安全教育と人格形成。次に、直面し
た困難を克服できる課題解決能力を身に付け
た生徒を育てることです。
Q　特に力を入れている教育内容は。
Ａ　健康な身体とマナーや礼節を身に付け、
実社会に貢献できる人材育成です。
Q　資格取得の状況は。
Ａ　様々な資格取得ができ、自己実現を目指
してチャレンジする生徒を支援しています。

Q　就職や進学の状況は。
Ａ　卒業生の約9割が就職で、1割が進学です。
就職内定率は、毎年ほぼ100％です。
Q　学校として今後望むことは。
Ａ　多様な進路希望に対応し、専門分野の競
技大会や部活動、職業資格の取得等で生徒が
活躍できる学校。地元と連携し、地域の学校と
して成長していきたい。

No.61
2020.8.1

6
月
定
例
会

◯本会議は午前９時３０分から開催します。
◯決算特別委員会は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

８月 ３１日（月） 本会議（招集日）議案上程

９月　３日（木） 本会議（第２日）一般質問

９月　４日（金） 本会議（第３日）一般質問

９月　９日（水） 本会議（第４日）議案質疑

９月 １４日（月） 総務文教委員会

９月 １５日（火） 建設福祉委員会

９月 １８日（金） 決算特別委員会

９月 ２５日（金） 本会議（最終日）討論・表決

第18回取材しました！
　

高校編④
愛知県立佐織工業高等学校

令和3年4月愛西工科高等学校に生まれ変わります

今
年
度
は
愛
西
市
制
15

周
年
を
迎
え
、議
会
だ
よ

り
も
61
号
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
も
市
民
の
皆
様
の

議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
お
陰
で
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
世
界
的
に

広
が
る
中
、社
会
生
活
に

不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
い
毎
日

で
す
が
、一
日
も
早
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
と
、皆
様
の
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。今

回
か
ら
新
メ
ン
バ
ー

で
、手
に
取
っ
て
読
み
た
く

な
る
、市
民
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

（
山
岡

　幹
雄

　記
）

山
岡

　幹
雄

原

　
　裕
司

𠮷
川
三
津
子

真
野

　和
久

竹
村

　仁
司

佐
藤

　信
男

委
員
長

副
委
員
長

委

員

編
集
後

記

………………………………
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